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1. はじめに 

コンピュータによる自然言語処理の発達や物語の

自動生成に関する関心の高まりによって，様々な小説

生成システム [1,2,3] が開発されている． 

しかし，会話に着目して小説を生成するシステムの

開発はあまり行われていない．一般に面白いと評価さ

れている作品には個性を持った会話が含まれている

ことが多い．そこで，登場人物の個性を会話に反映さ

せた一定水準以上の短編小説を生成できるシステム

を目指して開発を行った．  

2. 短編小説生成システム 

2.1 システムの構成 

システムの構成を図 1 に示す．システムは「物語構

造の生成」「登場人物情報の決定」「会話情報の決定」

の 3 ステップを通して短編小説を生成する． 

 

 

2.2 物語構造の生成 

 豊澤らの研究[4,5]により抽出された物語パターン

から物語構造（表 1）を生成する．物語構造には登場

人物と会話に関する変数が用意されており，これらの

変数をそれぞれのデータベースから得られる情報で

埋めることにより短編小説を生成する． 
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2.3 登場人物情報の決定 

2.2 項の手順で生成した物語構造の登場人物に関す

る変数を登場人物データベースから取得して埋める．

このステップで登場人物の「名前」「職業」「性別」「年

齢」「一人称」が決定される．この過程で決定される登

場人物情報の例を表 2 に示す． 

 

2.4 会話情報の決定 

2.2 項の手順で生成した物語構造の会話に関する変

数を会話データベースから取得して埋める．物語構造

の会話番号と一致する表現を会話データベース（表 3）

から取得して会話情報を決定する． 

 

図 1：短編小説生成システムの構成 

表 1：物語構造の生成例 

表 2：決定された登場人物情報の例 

表 3：会話データベース（一部抜粋） 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-771

7V-04

情報処理学会第85回全国大会



  
 

2.5 会話情報の決定 

上述した 3ステップで生成される短編小説の例を図

2 に示す． 

 

3. 評価実験 

 システムの性能を評価するために性能評価実験を

行った．実験にはシステムにより生成された作品と

「初級作品」「中級作品」「上級作品」という会話を含

んだ 3 段階のレベルの比較作品（表 4）を 3 作ずつの

計12作品を用意した．実験は以下の手順で行われた． 

1. 12 作品を分からないようにして被験者に提示する 

2. 被験者に提示した作品を読んでもらい，3 つの観点

（表 5）から 12 作品に 5 段階で点数をつけてもら

う． 

3. 12 作品それぞれについて得られた 3 つの観点の点

数を計算して比較する 

 

 

4. 結果 

評価実験によって得られた結果を表 6 に示す．3 つ

の観点によってつけられる点数は，高いほどその観点

での作品の水準が高いことを表している． 

初級作品は「会話の自然さ」の観点で 4 点を越えて

おり，残りの 2 つの観点では 3 点台となっている．こ

の結果から初級作品はある程度の水準を確保してい

ると考えられる．中級作品と上級作品はどちらも 3 つ

の観点のすべてで 4 点を越えている．この結果から中

級作品と上級作品はどちらも水準が高い作品である

と考えられる．生成作品は「会話の自然さ」の観点で

4 点を越えており，残りの 2 つの観点では 3 点台とな

っている．この結果は初級作品の結果と類似しており，

システムは初級作品と同じ水準の作品を生成可能で

あると考えられる． 

 

5. おわりに 

本研究では，登場人物の個性を会話に反映させた一

定水準以上の短編小説を生成できるシステムを目指

して開発を行った．実験の結果，システムは一定の水

準を確保した短編小説を生成可能であることが示さ

れた． 

システムは会話に着目しており，会話以外の文章は

テンプレートを用いて作成しているため，生成される

短編小説に内容の変化を生むことができない．テンプ

レートを用いずに会話以外の文章を生成できれば，よ

り水準の高い短編小説を生成できるようになること

が期待される． 

 

参考文献 

[1] 松原仁，佐藤理史，赤石美奈，角薫，迎山和司，中島
秀之，瀬名秀明，村井源，大塚裕子：“コンピュータ
に星新一のようなショートショートを創作させる試
み”，2013 年度人工知能学会全国大会論文集，pp. 1-

2，2013． 

[2 ] 鳥山不二夫，大澤博隆：“AI 達は物語を生み出すか”，
2016 年度人工知能学会全国大会論文集，pp. 1-3，
2016．  

[3]  松山涼平，佐藤理史，松崎拓也：“テーマに基づく短
編小説自動生成システム”，言語処理学会第 24 回年次
大会発表論文集，pp. 1284-1287，2018． 

[4] 豊澤修平，村井源：“星新一のショートショートにおけ
るオチの構造分析”，人文科学とコンピュータシンポジ
ウム論文集，Vol.2018，pp. 75-82，2018． 

[5] 豊澤修平，村井源：“ショートショートにおける SF ジ
ャンルのオチ構造分析”，2019 年度人工知能学会全国
大会論文集，pp. 1-4，2019． 

[6] ショートショートガーデン．https://short-short.garden/ 

表 4：作品の評価観点 

表 5：作品の評価観点 

表 6：各作品の評価 

図 2：生成される短編小説の例 
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